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人口と世帯（平成18年6月1日現在）1,766世帯（＋3）男2,822人（－5）女2,948人（－7）計5,770（－12）

（5/26片品保育所）

歯も大事にしてあげたい
「歯の衛生週間」に先立ち、村内各保育所で歯科検診

が行われました。柔らかい乳歯のうちから綺麗にしてあ
げることが保護者からの最高のプレゼントですね。
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平
成
18
年
３
月
末
現
在
の
片
品
村
の
財
政
事
情
は
、
次
表
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
行
財
政
に
関
す
る
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
本
掲
載
は
「
片
品
村
財
政
事
情
書
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る

条
例
」
に
基
づ
く
掲
載
の
た
め
、
速
報
数
値
で
あ
り
、
監
査
等
承
認
手
続

未
了
の
数
値
で
あ
り
ま
す
。歳　入歳　出

村の様子

人　口　5,795人

（男：2,834人　女2,961人）

世帯数　1,759世帯

面　積　392,01km2

村税の負担額と還元金（一般会計）

村民１人に使われる
お金　　705,805円
村民１人が負担する
税金（村税）97,673円

一世帯当たりに使われる
村のお金　2,325,265円
一世帯当たりが
負担する税金（村税）

321,781円

区　　分　　　　　今期末現在高

財政調整基金 235,978

土地開発基金（現金） 380,813

土地開発基金（土地） 82,237

奨学基金 3,036

区　　分　　　　　 今期末現在高

地位づくり特別事業基金 360

減債基金 782

福祉基金 100,000

ふるさと農村活性化基金 10,178

会 計 名

国民健康保険

老 人 保 健

簡易水道事業

農業集落排水事業

下 水 道 事 業

介 護 保 険

予算額

714,401

660,745

108,846

91,707

193,545

290,245

収入済額

597,653

641,574

97,392

41,882

61,353

283,844

支出済額

700,006

650,484

104,563

89,517

188,736

259,897

執行率

98.0％

98.4％

96.1％

97.6％

97.5％

89.5％

執行率

83.7％

97.1％

89.5％

45.7％

31.7％

97.8％

項 目

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

予 算 額

398,764

408,701

20,000

76,247

現年度収支額

351,044

391,596

20,000

75,892

執行率

88.0%

95.8%

100.0%

99.5%

◎特別会計の執行状況

◎基金現在高

◎村有財産の状況

◎観光施設事業の状況

◎地方債及び一時借入金の状況

土　地
（山林含む）

535万5,579㎡

建　物

5万5,669㎡

山　林

399万7,662㎡

物品(車両）

86台

出資金など

1億29209千円

（単位：千円）

（単位：千円） （単位：千円）

平成18年3月31日現在
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広
報
一
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
、
役
場
裏
に
設
置
し
た
家
庭
用
油

の
収
集
缶
は
、
五
月
末
現
在
で
一
缶

の
八
分
目
の
廃
油
が
集
ま
り
ま
し

た
。花

咲
地
区
で
は
宿
泊
施
設
も
多

く
、
排
出
油
量
も
多
い
こ
と
か
ら
積

極
的
に
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
組
も
う
と

全
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
廃
油
収
集

缶
の
配
置
を
希
望
し
ま
し
た
。

五
月
十
五
日
、
県
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
Ｂ
Ｄ
Ｆ
推
進
機
構
と
生
活
環
境

課
担
当
者
に
よ
る
収
集
缶
設
置
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

家
庭
用
廃
油
は
精
製
す
る
と
約
８

割
が
軽
油
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
軽
油
は
従
来
の
軽
油
の

に
お
い
は
せ
ず
、
家
庭
用
植
物
油
の

に
お
い
そ
の
も
の
で
す
。
そ
の
ま
ま

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
燃
料
と
し

て
使
用
可
能
で
す
。
日
本
Ｂ
Ｄ
Ｆ
推

進
機
構
で
は
、
一
リ
ッ
ト
ル
一
円
で

買
い
取
り
を
し
て
く
れ
る
そ
う
で

す
。皆

さ
ん
の
環
境
へ
の
心
遣
い
と
リ

サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
意
識
を
再
確
認

い
た
し
ま
し
た
。

群
馬
県
で
は
五
月
三
十
日
を
ゴ
ミ

ゼ
ロ
の
日
と
定
め
、
県
内
各
地
で
ク

リ
ー
ン
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

五
月
二
十
八
日
の
日
曜
日
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
宇
条
田
峠
御
座
入

側
不
法
投
棄
場
所
の
清
掃
を
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
、
雨
が
降
る
あ
い
に

く
の
天
気
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
協
力
を
し
て

い
た
だ
き
、
廃
タ
イ
ヤ
・
粗
大
ご

み
・
生
活
ご
み
等
約
２
・
３
ト
ン
の

ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
。
回
収
し
た

ご
み
の
中
に
は
、
名
前
が
は
っ
き
り

分
か
る
ご
み
も
有
り
ま
し
た
。
村
内

に
は
、
ま
だ
沢
山
の
不
法
投
棄
ご
み

が
あ
り
ま
す
が
、
い
く
ら
清
掃
を
し

て
も
捨
て
る
人
が
い
る
か
ぎ
り
ご
み

は
無
く
な
り
ま
せ
ん
。
美
し
い
片
品

村
に
す
る
た
め
に
不
法
投
棄
は
絶
対

が
一
丸
と
な
り
、
無
駄
を
省
き
財
政

の
引
き
締
め
を
行
っ
て
参
り
ま
し

た
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
パ
ソ
コ
ン

等
の
保
守
点
検
委
託
料
の
大
幅
な
見

直
し
、
物
品
購
入
の
際
に
は
、
業
者

か
ら
の
見
積
を
さ
ら
に
値
引
き
や
数

社
か
ら
見
積
も
り
を
と
る
な
ど
、
徹

底
し
た
削
減
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
。
結
果
と
し
て
、
十
七
年
度
は

近
年
に
な
い
積
み
立
て
、
し
か
も
多

額
の
積
立
金
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
基

金
の
取
り
崩
し
１
億
８
千
４
百
万
円

に
対
し
ま
し
て
、
積
立
金
が
３
億
６

千
９
百
万
円
で
あ
り
、
１
億
８
千
５

百
万
円
の
増
額
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
十
八
年
度
以
降
も
気
を
緩

め
ず
、
し
っ
か
り
し
た
村
財
政
基
盤

確
立
に
向
け
て
努
力
す
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。
引
き
続
き
皆
様
方
の
ご
支

援
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 決

算
概
要
の
お
知
ら
せ

近
年
に
な
い
豪
雪
の
冬
か
ら
新
緑

風
薫
る
季
節
を
迎
え
、
周
囲
の
二
〇

〇
〇
ｍ
級
の
山
々
に
は
残
雪
が
輝

き
、
こ
の
村
の
四
季
折
々
の
情
景
の

中
で
最
も
素
晴
ら
し
い
時
期
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。

私
こ
と
、
村
民
の
方
々
を
始
め

皆
々
様
方
の
力
強
い
ご
支
援
ご
指
導

を
頂
き
ま
し
て
、
片
品
村
長
の
職
務

に
就
き
半
年
余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。

日
々
め
ま
ぐ
る
し
く
、
秋
篠
宮
殿
下

の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
本
村
で
開
催
さ
れ

た
尾
瀬
国
体
も
、
だ
い
ぶ
前
に
行
わ

れ
た
そ
ん
な
気
さ
え
い
た
し
ま
す
。

あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
た
と
い
う
の

が
実
感
で
す
。

さ
て
、
十
七
年
度
の
収
支
決
算
の

概
要
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
を
い
た

し
ま
す
。
村
民
の
皆
様
と
共
に
、
こ

の
村
の
自
主
自
立
で
進
む
道
を
確
立

す
る
に
は
、
財
政
の
立
て
直
し
が
急

務
で
あ
り
ま
す
。
村
の
財
政
状
況
が

大
変
厳
し
い
中
、
昨
年
の
四
月
か
ら

星
野
賢
二
前
村
長
が
職
員
と
共
に
、

大
変
な
思
い
で
財
政
再
建
に
向
け
て

並
々
な
ら
ぬ
努
力
を
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
九
月
二
十
三
日
突
然
尊
い
命

を
落
と
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今

は
亡
き
賢
二
村
長
の
思
い
を
胸
に
、

引
き
続
き
担
当
課
長
を
始
め
全
職
員

設置翌日にさっそく廃油が入り始めた

山々に雪が残る中､熱戦が繰り広げられました。

花咲地区の全ゴミステーション
に収集缶設置

清掃前の不法投棄場所

歩行者にとっても安心なキレイな鏡

掘っても掘っても
ゴミが出てきた

袋の数は250以上

東
小
川
の
商
工
会
青
年
部
員
と

有
志
の
会
員
二
十
二
名
で
構
成
さ

れ
る
「
東
小
川
会
」
は
五
月
二
十

三
日
に
東
小
川
地
区
内
の
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
を
清
掃
し
ま
し
た
。

当
日
は
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
な
ど

を
利
用
し
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
き

れ
い
に
磨
き
上
げ
ま
し
た
。
新
井

隆
会
長
は
「
冬
の
間
に
汚
れ
て
し

ま
っ
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
綺
麗
に

す
る
事
で
、
子
供
達
や
お
年
寄
り

を
交
通
事
故
か
ら
守
っ
て
あ
げ
る

事
に
よ
り
、
村
の
人
の
役
に
立
ち

た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

の
森
を
、
片
品
村
盆
栽
組
合
の
皆

さ
ん
に
よ
る
イ
チ
イ
の
剪
定
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
傾
斜
地
に
植
え

ら
れ
、
二
十
年
を
過
ぎ
た
木
は
枝

も
多
く
、
剪
定
は
大
変
な
作
業
で
、

切
り
落
と
し
た
枝
を
片
づ
け
る
の

も
一
苦
労
で
し
た
。
組
合
長
の
笠

原
芳
門
さ
ん
は
、「
剪
定
は
春
の
芽

の
動
か
な
い
早
い
う
ち
に
や
る
と

良
い
よ
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

暑
い
中
作
業
を
終
え
た
皆
さ
ん
は
、

次
の
作
業
地
、
寄
居
山
公
園
に
向

か
っ
て
行
き
ま
し
た
。

盆
栽
組
合
が
結
婚
の
森
剪
定

身
の
回
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
事

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
ま

す
。
皆
さ
ん
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

東
小
川
会
が
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃

五
月
一
日
、
幸
せ
を
祈
っ
て
植

林
し
た
木
々
が
生
い
茂
っ
た
結
婚

五月十四日（日）、片品中学校校
庭において、第三十二回区対抗ソ
フトボール大会が開催されました。

五月としては肌寒い中でしたが
熱戦が繰り広げられ、第五区の五
連覇で終了しました。

結果は次のとおりでした。
優　勝　　第五区
準優勝　　第三区
第三位　　第二区

〃　　　第四区
優秀選手賞　入澤登喜夫（五区）
敢闘賞　今泉喜久司 （三区）

二部大会
優　勝　　第八区
準優勝　　第六区
最後に、早朝より大会運営にご

協力をいただきました役員並びに
選手の皆さん早朝より大変ご苦労
様でした。

第32回区対抗ソフトボール大会

環
境
美
化
運
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ご
み
撤
去

に
し
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

環
境
美
化
運
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ご
み
撤
去

家
庭
用
廃
油
を
リ
サ
イ
ク
ル

五
月
二
十
八
日
（
日
）
群
馬
県
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
）
を
会

場
に
第
二
十
三
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
大
会
は
、
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

と
し
て
年
間
を
通
じ
て
開
催
さ
れ
る

各
種
大
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る

大
会
と
し
て
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
は
荒
天
と
な
り
、
会
場

が
変
更
さ
れ
ま
し
た
が
、
県
内
の
各

市
町
村
か
ら
参
加
し
た
選
手
、
役
員

が
競
技
及
び
応
援
で
ス
ポ
ー
ツ
祭
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

大
会
は
市
町
村
合
併
に
よ
り
三
十

九
と
な
っ
た
県
内
市
町
村
の
入
場
行

進
か
ら
始
ま
っ
た
開
会
式
に
つ
づ

き
、
競
技
と
し
て
は
五
種
目
が
荒
天

の
た
め
中
止
と
な
り
、
綱
引
き
、
イ

ン
デ
ィ
ア
カ
の
２
種
目
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

片
品
村
は
種
目
別
で
、
綱
引
き
が

第
二
位
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
も
健
闘
し
、

村
の
部
総
合
で
第
二
位
と
な
り
ま
し

た
。選

手
、
役
員
、
応
援
の
皆
さ
ん
、

早
朝
よ
り
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

第
二
十
三
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
大
会

四
月
二
十
九
日
（
土
）
吉
岡
町

文
化
会
館
に
お
い
て
、
第
九
回

「
群
馬
県
こ
ど
も
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
県
内

及
び
埼
玉
県
か
ら
十
六
の
こ
ど
も

太
鼓
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
で
は
、
小
学

生
・
中
学
生
が
参
加
し
、
元
気
な

演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加

を
契
機
に
、
尾
瀬
太
鼓
が
片
品
村

を
代
表
す
る
郷
土
芸
能
と
し
て
、

ま
す
ま
す
発
展
し
、
継
承
さ
れ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

第
九
回
群
馬
県

こ
ど
も
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

家
庭
用
廃
油
を
リ
サ
イ
ク
ル
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山
菜
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
。

山
菜
採
り
の
名
人
は
誰
か
と
訪

ね
た
ら
、「
針
山
の
長
治
さ
ん
」
と

二
人
続
け
て
答
え
た
の
で
、
そ
れ

を
頼
り
に
取
材
に
行
か
せ
て
も
ら

っ
た
。

天
王
桜
の
忙
し
い
時
期
が
過
ぎ
、

田
植
え
の
準
備
に
入
ろ
う
と
し
て

い
た
と
こ
ろ
へ
お
邪
魔
し
た
。

長
治
さ
ん
は
昭
和
十
二
年
針
山

で
生
ま
れ
育
っ
た
。
成
人
を
前
に

父
親
を
亡
く
し
た
た
め
、
養
蚕
と

農
業
で
苦
労
し
な
が
ら
兄
弟
・
子

供
を
育
て
た
と
い
う
。
山
菜
採
り

は
、
小
学
四
年
生
頃
か
ら
祖
母
に

連
れ
ら
れ
て
山
に
入
る
様
に
な
っ

た
と
い
う
。
針
山
自
体
が
高
所
の

た
め
横
道
に
入
れ
ば
山
菜
は
採
れ

る
が
、
祖
母
は
雨
の
日
で
も
針
山

の
奥
ま
で
長
治
さ
ん
と
出
か
け
た
。

「
泣
き
な
が
ら
採
っ
た
ん
さ
」
と
当

時
を
懐
か
し
む
。

昭
和
五
十
八
年
か
ら
始
め
た
民

宿
は
山
村

体
験
で
訪

れ
る
団
体

が
多
く
、

農
業
体
験

や
、
山
菜

採
り
の
体

験
な
ど
は

任
せ
て
欲
し
い
と
行
っ
た
と
こ
ろ

だ
。春

は
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
、
こ
ご
め
、

ウ
ド
、
タ
ラ
の
芽
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
、

山
椒
、
ヨ
モ
ギ
、
え
ら
草
の
根
な

ど
を
採
っ
て
お
客
さ
ん
に
出
し
た

り
す
る
と
い
う
。

昨
年
、
山
菜
取
り
ツ
ア
ー
で
お

客
さ
ん
を
案
内
し
た
際
、
昼
食
場

所
が
長
治
さ
ん
営
業
の
、
蕎
麦
屋
、

天
王
庵
だ
っ
た
。
大
勢
の
客
が
待

た
ず
に
出
来
た
て
を
食
す
る
こ
と

が
出
来
な
い
か
知
恵
を
絞
っ
た
答

え
は
、
参
加
者
が
採
っ
た
山
菜
を

千
　
明
　
長
　
治
さ
ん

山
菜
の
名
人
　
針
山

今
月
の
匠

天王桜の前で昨年から始めた蕎麦屋､
味は評判が良い

小
分
け
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン
で
自
ら

揚
げ
て
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
だ
っ

た
。
汗
を
流
し
た
後
の
食
事
と
、

自
分
で
採
っ
た
物
を
す
ぐ
に
食
べ

ら
れ
た
事
に
参
加
者
は
大
満
足
だ

っ
た
と
い
う
。

所
有
す
る
天
王
桜
は
地
域
興
し

の
引
き
金
に
な
っ
た
が
、
花
の
命

と
同
じ
で
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

に
客
が
集
中
す
る
。「
桜
が
終
わ
っ

て
も
蕎
麦
を
食
べ
に
来
て
も
ら
っ

た
り
、
針
山
の
新
し
い
名
所
を
作

っ
て
、
い
つ
で
も
お
客
さ
ん
が
散

策
に
来
ら
れ
る
様
な
山
里
が
理
想

だ
」
と
話
す
長
治
さ
ん
。
更
な
る

活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

山菜の天ぷら

医療費節約は自分のためだけでなく、医療保険制度の健全な

運営のためにもなります。たとえば、高齢者が風邪で診療所に

月二回通院した場合、次の医療費がかかります。

初診料　2700円（厚生労働省モデルケースで作成）

再診料 730円
投薬料　1580円

診療を受けた人は一割分500円を負担して、老人保健で残り

を支払うことになります。

★一人一人の医療のかかり方を考えましょう
医療費は上手な受診を心がけることで有効に使うことができ

ます。しかし、医療のかかり方によっては、医療費を無駄に使

っていることもあります。自分の医療のかかり方をチェックし、

見直して見ましょう。

★こんなかかり方をしていませんか。
●一つの病気でお医者さんを変えてかかっていませんか。

・受診する医療機関が多くなればそれだけ医療費は増えます。

●時間外や休日でもかまわず受診していませんか。

・時間外や休日の受診は加算料金がつき医療が増えます。

●必要以上にお医者さんにかかっていませんか。

・不必要な受診は無駄な医療費を払うことになります。・

●定期健診を受けていますか。

・病気の早期発見、早期治療は重症化を防ぎ、医療費の節約

になります。

★医療費が増加すると保険税負担が
増えることになります。

身近なところからはじめよう　医療費節約身近なところからはじめよう　医療費節約

鎌　
田　
　　
　　
福　
田　
二　
三　
四　

水　
芭　
蕉　
そ　
っ　
と　
撫　
で　
過　
ぐ　
樹　
間　
風　

木　
道　
に　
会　
話　
の　
弾　
む　
水　
芭　
蕉　

鎌　
田　
　　
　　
松　
井　
亜　
作　
枝　

木　
漏　
れ　
日　
に　
灰　
か　
な　
妖　
精　
水　
芭　
蕉　

姫　
芭　
蕉　
こ　
し　
も　
と　
人　
に　
護　
ら　
れ　
て　

須　
賀　
川　
　　
大　
竹　
　　
久　
代　

水　
音　
に　
白　
き　
耳　
た　
て　
水　
芭　
蕉　

餌　
台　
の　
修　
理　
み　
て　
ゐ　
る　
雀　
の　
子　

鎌　
田　
　　
　　
渡　
辺　
　　
和　
昭　

三　
十　
三　
才　
し　
き　
り　
や　
雨　
の　
水　
芭　
蕉　

万　
愚　
節　
六　
十　
路　
の　
手　
習　
ひ　
メ　
ー　
ル　
打　
つ　

鎌　
田　
　　
　　
中　
村　
　　
導　
子　

葉　
に　
花　
に　
真　
珠　
の　
雨　
粒　
水　
芭　
蕉　

水　
芭　
蕉　
心　
ひ　
と　
と　
き　
く　
つ　
ろ　
げ　
り　

東　
小　
川　
　　
千　
明　
ヒ　
ロ　
子　

友　
逝　
け　
ど　
真　
白　
き　
ま　
ま　
に　
水　
芭　
蕉　

認　
知　
症　
訪　
ふ　
病　
院　
や　
花　
筵　

鎌　
田　
　　
　　
木　
内　
　　
山　
人　

新　
樹　
の　
香　
人　
皆　
美　
し　
く　
見　
ゆ　
る　
町　

城　
址　
と　
て　
何　
は　
な　
く　
と　
も　
桜　
か　
な　

鎌　
田　
　　
　　
寺　
岡　
　　
貞　
子　

谷　
は　
ざ　
ま　
一　
目　
千　
花　
水　
芭　
蕉　

奥　
御　
殿　
絹　
衣　
ま　
と　
い　
て　
水　
ば　
し　
ょ　
う　

鎌　
田　
　　
　　
星　
野　
　　
光　
子　

水　
芭　
蕉　
尾　
瀬　
に　
荷　
上　
げ　
の　
ヘ　
リ　
コ　
プ　
タ　
ー　

水　
芭　
蕉　
出　
店　
の　
焼　
も　
ち　
香　
ば　
し　
く　

栃　
久　
保　
　　
戸　
丸　
　　
好　
夫　

春　
の　
夜　
の　
見　
果　
て　
ぬ　
夢　
の　
醒　
め　
や　
ら　
ず　

恋　
猫　
の　
ひ　
そ　
み　
て　
闇　
の　
艶　
め　
け　
り　

越　
本　
　　
　　
笠　
原　
　　
芳　
堂　

残　
雪　
の　
道　
を　
ゆ　
ず　
り　
て　
水　
芭　
蕉　

ア　
イ　
ス　
手　
に　
花　
の　
目　
当　
て　
の　
人　
の　
列　

花　
咲　
　　
　　
星　
野　
　　
百　
性　

春　
深　
き　
待　
合　
室　
の　
古　
雑　
誌　

脱　
ぎ　
捨　
て　
し　
又　
着　
重　
ね　
し　
春　
の　
野　
良　

鎌　
田　
　　
　　
星　
野　
　　
歌　
子　

蕗　
の　
藁　
煮　
つ　
め　
る　
厨　
野　
の　
匂　
い　

旅　
人　
に　
癒　
し　
の　
花　
よ　
水　
芭　
蕉　

築　
地　
　　
　　
千　
明　
お　
さ　
む　

小　
綺　
麗　
で　
可　
愛　
気　
な　
き　
子　
初　
夏　
さ　
む　
し　

両　
脇　
の　
サ　
ポ　
ー　
タ　
取　
れ　
て　
夏　
に　
入　
る　

摺　
渕　
　　
　　
千　
明　
　　
新　
芽　

楽　
し　
き　
は　
定　
点　
観　
測　
水　
芭　
蕉　

小　
さ　
き　
花　
造　
花　
の　
ご　
と　
く　
水　
芭　
蕉　

広
報
文
芸

片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
八
年
五
月
俳
句
会

School Cleaning

At Tokyo Orientation, I remember a unanimous gasp

from the hundreds of ALTs.  The astonishment came during

a video clip of students cleaning after school.  I know it

d o e s n’t seem like anything noteworthy, but to many

foreigners it is quite unusual.  It was really shocking to see

students doing tasks that in our culture, is performed by

janitors.  Maybe this practice should be adapted in the U.S.

so that American students would be more respectful of their

schools!

大掃除

東京での最初のオリエンテーションの時、何百人という
ＡＬＴ達が一斉に息を飲んだのを覚えています。その驚き
とは、生徒が放課後に掃除をしているビデオを見たときに
起こりました。日本では、生徒が掃除するのが当たり前の
ことだと知ってはいますが、多くの外国人にとっては、非
日常的なことです。私たちの国では清掃作業員がする仕事
を、生徒達がおこなっているのを見て大変ショックを受け
たのです。きっとこの習慣は、アメリカでも受け入れられ
るべきなのではないでしょうか。そうすれば、アメリカの
子どもたちももっと学校を愛すると思うのです。

☆生涯学習講座関係
・片品カレッジ第３期 4日(火)､6日(木)､11日(火)､13日(木)
・子どもクラブ宿泊活動 21日(金)､22日(土)
・トライやるＴＫ(水中運動) 29日(土)
・蕨市国際交流キャンプ(武尊牧場) 31日(月)～８月３日(木)
☆社会体育関係
・スポ少ソフトボール大会 １日(土)
・第42回家庭婦人バレーボール大会 ２日(日)
・グランドゴルフ、ペア大会 下旬
☆学校関係
◇夏季休業日 21日(金)～８月24日(木)
◇小学校夏季交歓会 24日(月)～26日(水)
◇片小
・学校保健委員会 ４日(火)
・七夕集会 7日(金)
・尾瀬学習（6年） 11日(火)
・尾瀬学習（5年） 14日(金)
・健全育成会議 19日(水)
◇北小
・七夕集会 4日(火)
・北地区合同運動会打ち合わせ

ＰＴＡ本部役員会 5日(水)
・学校公開日 11日(火)
・北地区健全育成会議 14日(金)
◇南小
・遠足（武尊山） 4日(火)
・七夕集会・ＰＴＡ広報委員会 7日(金)
・ＰＴＡ役員会議 12日(水)
◇武尊根小
・武尊根子ども教室 6日(木)
・桜花苑交流 7日(金)
・読み聞かせ教室 13日(木)
・運動会役員代表準備会議 14日(金)
◇片中
・文化財めぐり（１年）

環境講座（3年） 4日(火)
・尾瀬少年の主張 6日(木)
・環境奉仕日 7日(金)
・夏季健全育成研修会、一日公開参観日 13日(木)
・中体連壮行会 14日(金)
・郡中体連総体 15日(土)～17日(月)
・全校登校日、県中体連壮行会 28日(金)
・県中体連総体 30日(日)～8月2日(水)

7月

※予定が変更される場合もありますので、あらかじめご了承ください。

花
咲
地
区
の
武
尊
観
光
開
発
協

会
で
は
、
第
二
回
花
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
し
五
月
一
〇
日
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
自
宅
等

に
植
栽
し
た
花
々
の
デ
ザ
イ
ン
、

色
合
い
を
競
う
も
の
で
、
誰
で
も

花
壇
の
立
ち
入
り
と
写
真
撮
影
を

許
可
す
る
こ
と
を
条
件
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

今
年
の
参
加
は
十
三
軒
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
デ
ザ

イ
ン
と
数
種
類
の
花
々
で
地
域
に

華
や
か
さ
と
少
し
遅
い
春
の
香
り

を
ち
り
ば
め
て
い
ま
し
た
。

花
コ　
ン　
テ　
ス　
ト
開
催
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お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

一
　
趣
旨

片
品
村
に
残
る
こ
の
美
し
い
景
観

は
、
片
品
に
住
む
人
々
の
長
い
営
み

の
中
で
育
ま
れ
、
つ
く
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

こ
の
美
し
い
景
観
は
人
々
に
潤
い

と
安
ら
ぎ
を
与
え
、
私
た
ち
村
民
の

心
の
絆
と
な
っ
て
、
ふ
る
さ
と
片
品

へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育
て
て
い
く
も

の
で
す
。

村
内
の
美
し
い
景
観
を
改
め
て
振

り
返
り
、
認
識
し
て
頂
く
た
め
に
、

こ
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
昨
年
に
続

き
開
催
し
、
か
け
が
え
の
な
い
大
切

な
財
産
を
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
す

る
も
の
で
す
。

二
　
募
集
作
品

村
内
の
茅
葺
き
の
民
家
・
蔵
な
ど

の
歴
史
的
建
築
物
、
花
壇
・
果
樹

園
・
田
畑
・
ブ
ナ
林
・
河
川
・
人
々

の
働
く
風
景
・
お
祭
り
な
ど
身
近
な

景
観
を
撮
影
し
た
カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク

ロ
写
真
＝
四
つ
切
り
（
ワ
イ
ド
四
つ

切
り
不
可
）
で
単
写
真
、
未
発
表
ま

た
は
発
表
予
定
の
な
い
も
の
に
限
り

ま
す
。（
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
の
場

合
は
銀
塩
処
理
し
た
も
の
に
限
り
ま

す
。
画
像
加
工
禁
止
・
イ
ン
ク
ジ
ェ

ッ
ト
プ
リ
ン
ト
不
可
）

◎
応
募
は
一
人
五
点
以
内

三
　
応
募
方
法

作
品
の
裏
面
に
画
題
、
住
所
、
氏

名
等
必
要
事
項
を
記
入
し
た
応
募
票

を
貼
付
し
て
、
下
記
ま
で
持
参
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
片
品
村
役
場
む
ら
づ
く
り
観
光
課

（
〒
三
七
八
―
〇
四
九
八
　
片
品
村

大
字
鎌
田
三
九
六
七
―
三
）

四
　
締
め
切
り

平
成
十
八
年
十
月
二
十
日
（
金
）

締
め
切
り
当
日
の
消
印
有
効

五
　
応
募
要
領
配
布
場
所

片
品
村
役
場
む
ら
づ
く
り
観
光
課

（
片
品
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

六
　
賞
・
村
長
賞
ほ
か

別
表
一

七
　
発
表
・
展
示

（
後
日
片
品
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

発
表
）

入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
十
月
下

旬
に
本
人
あ
て
ご
通
知
い
た
し
ま

す
。

展
示
場
所

片
品
村
役
場
庁
舎

群
馬
県
庁
庁
舎
他
に
て
展
示
し
ま

す
。

八
　
そ
の
他

入
賞
作
品
の
版
権
（
使
用
権
）
は
、

主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

入
賞
さ
れ
た
方
は
、
作
品
ネ
ガ
（
ポ

ジ
）
を
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
入
賞
を
取

り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
入
賞

作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。）

な
お
、
選
外
と
な
っ
た
作
品
は
、

応
募
店
経
由
で
返
却
し
ま
す
。（
郵

送
で
応
募
し
た
作
品
は
、
宛
名
を
明

記
し
て
、
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
た

場
合
に
限
り
、
返
却
し
ま
す
。）

九
　
主
催

片
品
村
（
事
務
局
片
品
村
役
場
む
ら

づ
く
り
観
光
課
）

十
　
協
賛

片
品
村
農
業
協
同
組
合
・
片
品
村

観
光
協
会
・
片
品
村
商
工
会
・
片
品

村
森
林
組
合
・
片
品
村
振
興
公
社
・

㈱
群
馬
フ
ジ
カ
ラ
ー

十
一
　
応
募
票

別
表
二

第
二
回

片
品
村「
今
残
し
た
い
片
品
の
景
観
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
要
領

十
二
　
審
査
員

日
本
写
真
協
会
会
員

新
井
幸
人
氏

詳
し
く
は
、
む
ら
づ
く
り
観
光
課

1
５
８
―
２
１
１
２
ま
で

別表1

別表2

住
民
課
で
は
、
平
日
仕
事
等
で

役
場
に
来
庁
出
来
な
い
方
の
た
め

に
年
末
年
始
を
除
く
毎
土
曜
日
の

午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
正
午
ま
で

窓
口
業
務
を
開
設
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

主
な
業
務
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
　
戸
籍
謄
本
・
住
民
票
等
の
発

行

二
　
印
鑑
証
明
書
の
発
行

三
　
税
務
関
係
証
明
書
の
発
行

四
　
税
金
等
の
収
納
業
務
で
す
。

詳
し
く
は
、
住
民
課
ま
で

1
５
８
ー
２
１
１
６

県
で
は
、
地
域
住
民
の
皆
様
が
主

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
、”
新
し
い
”

地
域
づ
く
り
活
動
に
対
し
て
財
政
的

な
支
援
補
助
金
を
行
い
ま
す
。

１
　
補
助
金
の
概
要

（
１
）
事
業
主
体

住
民
自
治
組
織
自
治
会
、
町
内

会
等
に
限
り
ま
す
。

（
２
）
補
助
対
象
事
業

①
ハ
ー
ド
事
業

住
民
自
治
組
織

自
ら
提
案
し
設
置
す
る
新
し
い
地
域

づ
く
り
活
動
に
資
す
る
施
設
整
備

〈
事
業
例
〉

・
廃
校
等
を
改
修
、
整
備
す
る
こ

と
に
よ
る
新
た
な
交
流
拠
点
の
整
備

・
地
域
独
自
の
育
児
支
援
施
設
の

整
備②

セ
ミ
ハ
ー
ド
事
業

住
民
自
治

組
織
自
ら
行
う
新
し
い
施
設
整
備
に

係
る
資
財
等
の
経
費

〈
事
業
例
〉

・
「
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
絡

め
た
防
犯
施
設
の
整
備

・
地
域
の
診
療
所
と
連
携
し
た
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
や
放
課
後

児
童
対
策
も
視
野
に
入
れ
世
代
間
交

流
機
能
も
備
え
た
場
所
の
整
備

③
ソ
フ
ト
事
業

住
民
自
治
組
織

自
ら
行
う
新
し
い
地
域
づ
く
り
活
動

に
要
す
る
経
費

〈
事
業
例
〉

・
地
域
通
貨

・
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
、

住
民
自
治
組
織
に
よ
る
地
域
情
報
の

外
部
へ
の
発
信

（
３
）
補
助
率
及
び
補
助
限
度
額

①
ハ
ー
ド
事
業

補
助
率
１
／
４
以
内

補
助
限
度
額
３
０
０
万
円

②
セ
ミ
ハ
ー
ド
事
業

補
助
率
１
０
／
１
０
以
内

補
助
限
度
額
　
５
０
万
円

③
ソ
フ
ト
事
業

補
助
率
１
／
２
以
内

補
助
限
度
額
　
５
０
万
円

（
４
）
そ
の
他
　

国
、
県
及
び
市
町
村
等
の
補
助

（
助
成
）
金　
や　
交　
付　
金　
の　
対　
象　
と　
な　
っ　

て　
い　
る　
事　
業　
は　
対　
象　
と　
な　
り　
ま　
せ　
ん　
。　

２
　
募
集
〆
切

第
一
次
募
集
〆
切
　
平
成
十
八
年

六
月
三
十
日
（
金
）

※
一
次
募
集
の
結
果
、
予
算
枠
に

余
裕
が
あ
る
場
合
に
は
二
次
、
三

次
募
集
を
行
い
ま
す
。

３
　
問
い
合
わ
せ
先

○
片
品
村
役
場
む
ら
づ
く
り
観
光
課

1
５
８
ー
２
１
１
２

○
利
根
沼
田
県
民
局
沼
田
行
政
事

務
所
振
興
グ
ル
ー
プ

1
２
２
ー
４
３
３
８

「
新
し
い
」
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
応
援
い
た
し
ま
す

■
平
成
18
年
度
群
馬
県
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
事
業
計
画
の
募
集

夏休みを利用して次のとおり母子家庭等ふれあ

い交流事業を行います。この機会に親子で夏休

みの思い出をつくりませんか。

記

１．期　日　平成18年８月５日（土）

～６日（日）（１泊２日）

２．行き先　栃木県那須方面　

１日目 那須サファリパーク

２日目 那須ハイランド遊園地

３．参加負担金　大人　12,000円

（母子会員外１3,000円）

子供　8,000円

（母子会員外9,000円）

４．対象者　　ひとり親家庭の親と子

５．申し込み　希望者は6月30日（金）までに

負担金を添えて

母子会事務局

（社会福祉協議会事務所内）

へ申し込んでください。

158－4812

※定員25名になり次第、

締め切ります。

利根沼田広域消防本部では、小学生とその家族を対
象とした見学会の参加者を募集します。
◆と　き　8月19日（土）午前9時30分から

正午まで。（雨天中止）
◆場　所　沼田市高橋場町 利根沼田広域消防本部
◆内　容　放水体験やはしご車の搭乗体験など。
◆定　員　100名
◆参加資格　小学生とその家族等
◆申し込み　7月20日（木）までに往復葉書に参加者の住

所･氏名･電話番号･小学生の学年と学校名を記載の上
応募してください。なお申し込み多数の場合は抽選
とさせて頂きます。抽選の結果は､7月末までに返信
葉書にてお知らせします。

◆応募先　〒378－0056
沼田市高橋場町2049－1
利根沼田広域消防本部
親子見学会係

◆詳しいことは、
消防本部警防課　122－3139
または最寄りの消防署へ。

消防署親子見学会参加者募集消防署親子見学会参加者募集 母子会からのお知らせ

第一回村長賞受賞作品

母子会からのお知らせ

土
曜
日
の
窓
口
業
務

開
設
に
つ
い
て
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国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
く
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

従
来
で
は
、
本
人
・
配
偶
者
及
び
世
帯
主
の
前
年
度
の
所
得
が
一
定

の
基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
と
、
保
険
料
の
全
額

ま
た
は
半
額
が
免
除
さ
れ
ま
す
が
、
平
成
18
年
７
月
か
ら
、
４
分
の
３

免
除
と
４
分
の
１
免
除
が
加
わ
り
、
所
得
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
免
除

申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
に
係
る
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
は
、
保

険
料
を
全
額
納
め
た
場
合
と
比
べ
て
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
４
分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
ま
た
は
４
分
の
１
免
除
の
承
認
を
受

け
た
場
合
に
は
、
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に

な
り
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
の
申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す
。
た
だ
し
、

全
額
免
除
に
つ
い
て
は
、
翌
年
度
以
降
分
も
あ
ら
か
じ
め
申
請
（
継
続

申
請
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
失
業
等
に
よ
る
理
由
を
除
く
）。

今
ま
で
全
額
免
除
の
承
認
を
受
け
て
お
り
継
続
申
請
を
し
て
い
な
い

方
、
半
額
免
除
の
承
認
を
受
け
て
い
た
方
は
、
６
月
で
承
認
期
間
が
終

わ
り
ま
す
。
引
き
続
き
免
除
を
希
望
す
る
場
合
に
は
申
請
が
必
要
で
す

の
で
、
７
月
中
旬
に
忘
れ
ず
に
役
場
の
国
民
年
金
係
へ
申
請
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

図書室カレンダー

読んでみませんか

『13歳は二度あるか』
吉本隆明　著

＊火～金曜日午後1時30分～5時30分開室
＊■はお休みです。
＊□はみやま号巡回日です。

世の中がひっくり返るよ
うな出来事がこれから起こ
らないとは限らない。新聞
を読むこと、社会と関わる
こと、犯罪について、宗教
について、戦争というもの、

「現在を生きる自分」を考
える。〈本文より〉

中央公民館の玄関が､最近に
ぎやかです（靴で）うれしい
のですが､靴が揃えてない人
も若干います｡揃えて置いて
もらうようにお話しています
が､小中学生のいるご家庭で
は､ご父兄の方からも靴を脱
いだら揃えて置くようにお話
をして下さい｡お願いします。

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ 【平成18年度】

★マルチ等一般家庭で焼却する事は法律で禁止されてい
ます!
★これらの物は､法律で決められ方法で処理しましょう！
★処理方法は、下記の通りとなっています！
①回収日 6／13【火】 6／27【火】

7／25【火】 8／22【火】
9／12【火】 9／26【火】

10／17【火】 10／24【火】
11／21【火】

②回収場所　築地野菜集配センターへ持ち込みとなって
います。

③回収袋 農協購買課で扱っています。１袋50円
④回収袋へは　住所、氏名を必ず記入しましょう。
⑤コンテナ利用の場合

１回利用料　１コンテナ　￥700円
⑥コンテナ利用数

１農家当たり１回収集について　２個
【在庫を含め２個迄】

⑦コンテナ引き取り場所
集配センター井戸の隣に準備しておきます。

⑧コンテナの受払
受払台帳を集配センター内に備えておきま
すので記入して下さい。

⑨コンテナの破損及び紛失・盗難等
対象者負担とし､実費負担していただきます。

⑩処　理　量
コン テナ　㎏当たり　50円

村より　㎏当たり　10円補助
回収袋 １袋　20Ｋｇ　800円

村より　１袋当たり　200円補助

片品村園芸用廃プラスチック適正処理推進協議会

ハイプラ回収のお願いについてハイプラ回収のお願いについて

不正改造車は、道路交通の秩序を乱すとともに、排気ガ
スによる大気汚染、騒音などの環境問題を引き起こす原因
及び交通事故を誘発しかねない状況等社会的な問題となっ
ております。

また、最近は、新規検査又は予備検査を受けた後に燃料
タンクを増設するといった不正な二次架装が社会問題にと
なりその排除が強く求められています

このような状況に鑑み国土交通省では平成18年度におい
ても、関係省庁、自動車関係団体等と協力して全国的に不
正改造車の排除のための諸活動に取り組むこととしていま
す。

なお、不正改造の主な例は、次のような改造です。
不正改造の例

◎灯火類の灯光の色を変更

◎運転者席・助手席の窓ガラスへの着色フィルム貼付け

◎ディーゼル自動車が排出する黒煙

◎消音器(マフラー)の切断・取り外し

◎タイヤ及びホイールの車体(フェンダー)外へのはみ出し

◎荷台のさし枠の取り付け・燃料タンクの増設

◎突入防止装置の切断・取り外し

◎排気管の開口方向違反

◎前面ガラス等への装飾板の装着

◎基準外のウイングの取り付け

皆様もぜひ、この機会に不正改造の防止についての理解
を深めていただき、その排除にご協力下さい。

不正改造車に関する情報･相談･お問い合わせは､
下記まで

群馬運輸支局整備課　1027－263－4422

知らない！なんて､許さない！
その不正改造は、立派な犯罪です。

―
あ
ら
た
に
２
つ
の
免
除
が
加
わ
り
ま
し
た
―

保
険
料
の
免
除
制
度
が
変
わ
り
ま
す

図書室からのおねがい

Ｇ
ー
ｎ
ｅ
ｃ
ク
ラ
ブ
と
は
、
尾

瀬
高
等
学
校
自
然
環
境
科
卒
業
生

の
会
（
Ｇ
ー
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）
の
協
力
を

得
て
、
地
域
（
利
根
町
・
片
品
村
）

の
小
中
学
生
と
共
に
自
然
遊
び
や

畑
づ
く
り
、
伝
統
文
化
な
ど
の
体

験
活
動
を
実
践
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
で
す
。
同
ク
ラ
ブ

で
は
毎
月
第
三
土
曜
日
に
ネ
イ
チ

ャ
ー
ク
ラ
ブ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

五
月
二
十
日
に
行
わ
れ
た
今
年

度
第
二
回
目
は
、
よ
も
ぎ
う
ど
ん

と
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
に
ト
ラ

イ
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
作
っ

た
よ
も
ぎ
う
ど
ん
は
不
思
議
な
味

で
し
た
が
参
加
し
た
児
童
は
楽
し

い
一
日
が
送
れ
た
よ
う
で
し
た
。

六
月
の
第
三
回
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク

ラ
ブ
は
、
畑
づ
く
り
体
験
と
昆
虫

採
集
を
予
定
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

自
然
を
利
用
し
た
素
晴
ら
し
い

体
験
に
参
加
し
て
は
い
か
が
で
す

か
。詳

し
く
は
尾
瀬
高
校
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

竹筒を回しながら焼くバームクーヘン

よもぎうどん作り

◆
応
募
対
象
　

庭
・
石
垣
・
壁
面
・
花
壇
・
農

用
地
等
が
花
や
緑
で
か
ざ
ら
れ
、

快
適
な
環
境
作
り
と
景
観
美
化
に

取
り
囲
ま
れ
て
い
る
建
物
、
施
設
、

地
域
等
と
し
ま
す
。
応
募
は
次
の

３
部
門
に
分
か
れ
ま
す
。

①
市
町
村
の
部
（
花
の
ま
ち
づ
く

り
に
視
点
を
置
い
て
実
施
す
る

市
町
村
や
団
体
の
花
か
ざ
り
）

②
団
体
の
部
（
学
校
、
保
育
園
、

グ
ル
ー
プ
等
の
団
体
や
企
業
が

実
施
す
る
花
か
ざ
り
）

③
個
人
の
部
（
個
人
が
実
施
す
る

花
か
ざ
り
）

◆
申
込
み
方
法

応
募
は
本
人
が
直
接
申
し
込
む

方
法
と
推
薦
す
る
第
三
者
が
申
し

込
む
方
法
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
み
窓
口

群
馬
県
農
業
局
蚕
糸
園
芸
課
又

は
農
業
事
務
所

◆
手
続
き

所
定
の
応
募
用
紙
に
過
去
二
年

以
内
の
写
真
を
添
え
て
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
用
紙
は
農
林
建
設

課
に
も
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
み
期
間
　

平
成
十
八
年
五
月
八
日
〜
七
月

三
十
一
日
ま
で
と
し
ま
す
。

◆
そ
の
他
　

応
募
さ
れ
た
方
、
推
薦
さ
れ
た

方
全
員
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

応
募
写
真
等
は
返
却
い
た
し
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

平
成
十
八
年
度

花
ト
ピ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
の
募
集
に
つ
い
て

Ｇ
ネ
ッ
ク
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

開催期日
●平成18年6月25日（日）

14：00～
●花の駅・片品「花咲の湯」

イベントホール
●入場無料

尾瀬高校吹奏楽部は２月に行われ
た尾瀬国体をはじめ、昨年度、利根
片品地区を中心に50回の公演を行っ
てきました。その活動の一環として、
昨年度から花咲の湯にて「ティータ
イムコンサート」を開催しています。
今年度も、その第１回目が6月25日
14時より開催されます。21名の部
員は、「心のこもった演奏を」を合
い言葉に、喜怒哀楽を音で表現する
ため、より豊かな尾瀬高サウンドを
目指して頑張っています。皆さんの
お越しをお待ちしています。

Ｇ
ネ
ッ
ク
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
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単純に「ひろと」という名前が好き
だからです。あと漢字で「人」を入
れたかったからです。「公」は全体の
バランスと画数がとても良かったの
で決めました。

思いやりがあり、心の広い人になっ
てほしいです。それとたくましい子
になってほしいです。

簡単で覚えやすく、且つ、音の響き
がかわいい名前を考えました。７月
生まれなので「文月」から¨文¨の
字を一字取り、文太に決めました。

強さとやさしさを持った男の子。自
分の事、周りの事をよく観て行動出
来る人間に育って欲しいと思います。

■母：美鈴さん
■何処へお勤めですか：有限会社　スミダです
■趣味は何ですか：車が好きなのでよくドライブを

します
■片品をどう思いますか又、どうしたいですか：片品

は、夏は涼しく、冬はスノーボードが出来るので
良いところだと思います。それに片品の方言は独
特でおもしろいと思います。

■好きな異性のタイプ：自分と同じく車が好きで、
一緒にいて気を遣わない子がいいですね～。

■村民の方へメッセージをお願いします：僕が働い
ているスミダ石油を是非ご利用下さい。

公　人
ひ ろ と

くん（H17.6.26生）
吉野将士　香織さん（土出）のお子さん

文　太
ぶ ん た

くん（H17.7.7生）
大金健一　淳子さん（鎌田）のお子さん

命名

命名

心に響くものを見つけて、日々喜びに
満ちた素敵な人生を歩んでほしいとい
う願いから「響」と名付けました。

周りの人を大切にして、思いやりがあ
り、どんな時も驕り高ぶらず努力を惜
しまない人になってほしいです。

響
ひびき

くん（H17.7.7生）
小林登志喜　由紀枝さん（鎌田）のお子さん命名

将来どんな人になってほしいですか

将来どんな人になってほしいですか

将来どんな人になってほしいですか

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

二
人

星
野
　
道
成
　
男
　
昂
大

た
か
ひ
ろ

須
賀
川

星
野
　
孝
則
　
男
　
夢
生

ゆ
う
せ
い

築
地

★
婚
姻
さ
れ
た
方
　
二
組

○
バ　
ス　
テ　
ィ　
ア　
ン　
　　
カ　
ー　
ル　
菅
沼

北
原
　
美
知
代
　
　
　
　
菅
沼

○
吉
野
　
良
　
孝
　
　
　
　
土
出

入
澤
　
美
　
雪
　
　
　
　
東
小
川

★
亡
く
な
ら
れ
た
方
　
十
一
人

田
村
　
ぬ
い
子
　
八
九
歳
　
越
本

星
野
　
眞
治
　
　
八
十
歳
　
花
咲

大
竹
　
志
う
　
　
八
八
歳
　
菅
沼

星
野
　
仲
衛
　
　
八
二
歳
　
下
平

八
須
賀
マ
ツ
ヨ
　
八
三
歳
　
花
咲

入
澤
　
さ
だ
　
　
九
三
歳
　
越
本

入
澤
　
い
ね
子
　
七
六
歳
　
越
本

星
野
　
住
伊
　
　
九
八
歳
　
土
出

千
明
　
光
子
　
　
七
一
歳
　
下
平

千
明
　
健
治
　
　
八
七
歳
　
下
平

入
澤
　
功
吉
　
　
七
五
歳
　
鎌
田

６
／
14
武
尊
牧
場
山
開
き

６
／
18
武
尊
１
５
０
０
ｍ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
つ
つ
じ
祭
り

６
／
20
白
根
山
山
開
き

７
／
2
宝
さ
が
し
in
片
品

ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
ル

７
／
上
菅
沼
ラ
ベ
ン
ダ
ー
摘
み
と

り
体
験

７
／
中
〜
岩
鞍
正
面
ゲ
レ
ン
デ
、

ヤ
ナ
ギ
ラ
ン
・
ユ
リ
見
頃

6月1 7日（土）内田病院

1 8日（日）国立沼田病院

2 4日（土）沼田脳神経外科

2 5日（日）利根中央病院

7月 1日（土）月夜野病院

2日（日）内田病院

8日（土）国立沼田病院

9日（日）沼田脳神経外科

◆休日の病院◆（緊急時）

納期は6月30日（金）です

四
月
二
十
日
〜
五
月
十
九
日

小林
こ ば や し

史弥
ふ み や

さん 須賀川（19才）

国民健康保険税

村 県 民 税

第 3 期

第 １ 期
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